
   

    

 

 

２学期スタート、よろしくお願いします 
３２日間の夏休みが終わり、昨日から２学期が始まりました。朝、最初に出会った子に「おはよ

うございます！」と元気な挨拶をもらい、とてもうれしくなりました。当たり前と言われそうです

が、やはり、学校には子どもたちの姿が似合います。この夏休み、子どもたちが大きな事故やけが

なく過ごせるようご尽力いただいたこと、保護者の皆様に心より感謝いたします。 

また、昨日は夏休みの課題の提出日でもありました。どの子の机上

にも夏休みの作品が乗っていて、どれも本当に力作揃い。時間をかけ

て一生懸命に作ったことが伝わってきました。その努力の過程をし

っかりと認めていきます。保護者の皆様には、夏休みの課題へのサポ

ートをいただいたことと思います。家族と一緒に取り組んだ時間は、

子どもにとって忘れられない思い出となります。ご協力ありがとう

ございました。 

さて、今週は４日連続での登校になります。長い休み明けは、誰し

も疲れがたまるものです。まずは､学校生活のリズムを取り戻すことが最優先になりますね。ご家庭

でも､１学期同様､「早寝､早起き､朝ごはん」を大切にし､少しずつ生活リズムを整えるようお願いい

たします。 

また、２学期は８５日間という長丁場になりますが、様々な行事を通して大きく成長する学期で

もあります。子どもたちの健やかな成長のためには、､１学期同様、保護者の皆様､地域の皆様との

連携は欠かせません。いわねっ子のがんばりやお気付きの点があれば､いつ

でもお知らせください。率直な「対話」を大切にしながら､子どもたちのよ

りよい未来を共に支えていきたいと考えます。２学期も､変わらぬご支援､

ご協力をいただきますようよろしくお願いいたします。 
 

３１７名で共に歩み出す！ ～第２学期始業式～ 

昨日は、第２学期始業式も行いました。学期の始まりに際し、全校生が一堂に会することは、学

校の一体感を高めます。 

校長からは、まずは「朝からたくさんの元気なあいさつをもらってうれしかったこと」「みんな、

元気に学校に戻ってきたことは尊いこと」を伝えました。そして、今学期も「人を大切にしてほし

い」こと、そのためには「言葉を大切にしてほしい」と話しまし

た。２学期も、心と心がつながり合う岩根小を目指していきます。 

また、式終了後、特設合唱部の皆さんに安達地区小・中学校合

唱コンクールで披露した「緑の虎」「２億年ずつ２３回」を歌っ

てもらいました。合唱部の済んだ歌声が体育館一杯に広がり、全

校生で今日までの合唱部の努力に大きな拍手を送りました。全校

生で２学期のはじめの一歩を踏み出すことができました。 
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圧巻！たくさん集めた蝉の抜け殻 

思いのこもった歌声を届け、受け止める 



ご寄付をいただきました 
７月６日（木）、毎年、卒業証書の筆耕をお願いしている先生が来校されました。 

「岩根小の子どもたちの役に立ててくださいね。」 

という温かなお言葉と共にご寄付を贈呈くださいました。 

「いつか、子どもたちに何か贈り物をしたいと思っていたの。本でも購

入して、心豊かな子どもを育ててください。」 

と優しい笑顔でお話しくださいました。現在、そのお気持ちに応えるべ

く、さっそく図書の購入を進めているところです。 

機会を捉え、子どもたちにこのご支援のことを伝えていきます。また、

多くの方々が岩根小の子どもたちのことを思って、支えてくださっていることも伝えていきます。 

人は支え、支えられて生きていることをあらためて思いました。本当にありがとうございました。 
 

感動を届ける歌声 ～合唱部金賞受賞～ 
８月１８日（金）に､安達地区小・中学校音楽祭が二本松市民会館で開催されました。岩根小特設

合唱部は､この大会に昨年度も出場しています。昨年度は、コロナ禍であることを踏まえ、マスク着

用、無観客での開催でしたが、今年はそれらの制限も解除され、従来の形での開催でした。子ども

たちは、課題曲「緑の虎」と自由曲「２億年ずつ２３回」を伸びやかに歌い上げました。表情豊か

に、体全体を使って表現する子どもたち。今年度ベストの歌声でした。コンクールの結果は金賞。今

までの努力がおおいに評価され、審査員の先生方からもたくさんのお褒めの言葉をいただきました。 

今回、惜しくも県大会への出場とはなりませんでしたが、「一人一人の個性を生かしつつ、一体感ある

歌声で、見ている人を笑顔にする」という特設合唱部の目標は、しっかりと達成されました。チャレンジャー

はみなウィナー。真剣に努力を続けたこと､仲間と共に力を合わせたこと､多くの人に感謝の気持ちを

もち続けたこと…､その姿は、本校の教育目標「夢に向かって進み、共に幸せな未来を拓く」そのもので

した。特設合唱部３９名一丸となっての挑戦に心からの拍手を送ります。 

さあ、次の目標は９月２日（土）に喜多方プラザ文化センターで行われる「ｔｂｃ・TUF

こども音楽コンクール福島地区大会」です。特設合唱部のチャレンジはまだまだ続きま

す。そこでもまた、見ている人を笑顔にする歌声を響かせることを心から願っています。 

保護者の皆様には、引き続き、子どもたちを支えていただきますようよろしくお願いいたします。 

歌い終え、ほっとした様子の合唱部（学校にて） 

心から感謝いたします 


